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平成29年改訂学習指導要領の趣旨を踏まえた 

学習評価の進め方 
  

 

中学校 国語科 
 

この資料は，平成29年改訂学習指導要領（以下，学習指導要領）に基づく学習評価を円滑

に進めていくための手引きとして，国立教育政策研究所の「『指導と評価の一体化』のため

の学習評価に関する参考資料」(以下，「参考資料」)の考え方を基に，佐賀県教育センター
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○学習評価とは 

 

 

 
 

○学習評価を行う上で重要なポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○学習評価の機能 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領では，各教科等の目標や内容が，育成を目指す資質・能力の三つの柱を基に整理されまし

た。目標や内容の整理を踏まえ，小・中・高等学校の各教科を通じて，評価の観点も４観点から３観点に

整理されました(下図参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の資質・能力を育成するために，目標に照らして児童生徒一人一人の学習状況を

的確に把握すること 

２ 学習評価の観点                                      

         【従前】             【平成 29年改訂の学習指導要領】 

関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 

技能 

知識・理解 

知識・技能 

思考・判断・表現 

主体的に 
学習に取り組む態度 

１ 学習評価の基本的な考え方 

① 児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと 
② 教師の指導改善につながるものにしていくこと 
③ これまで慣行として行われてきたことでも，必要性・妥当性が認められないも

のは見直していくこと 

学習評価を行うに当たっては，児童生徒一人一人の資質・能力を育成できるようにすることが大前

提です。そのためには，児童生徒の進歩の状況や教科等の目標の実現状況を適切に把握することが必

要です。把握した内容は，児童生徒にフィードバックして児童生徒の学習改善につなげられるように

し，教師は自身の指導改善につなげます。このことなくして児童生徒一人一人の資質・能力の育成は

望めません。つまり，学習評価を行う上で，「普段の授業の不断の見直し」が不可欠だと言えます。 

指導に生かす評価･･･児童生徒一人一人の学習状況を把握し，児童生徒の学習改善や教師の指導 
改善につなげるための評価のこと 

記録に残す評価･････観点別学習状況の評価を総括する際の資料となるよう，学習状況を記録する 
評価のこと 

指導に生かす評価の場面は，随時存在します。児童生徒の学習状況を把握し，「おおむね満足でき

る」状況(Ｂ)以上になることを目指して，必要な指導を適宜行います。 

記録に残す評価の場面は，毎時間設定する必要はありません。児童生徒全員の評価を記録に残す場

面を精選することが重要です。単元や題材のまとまりの中で，評価規準に照らして，児童生徒の観点

別学習状況を把握し，記録します。 
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①単元で取り上げる指導

事項の確認 

 

 

単元における観点別学習状況の評価の進め方（手順）は，基本的に次のような流れになります。観点

別学習状況の評価を行う際は，まず，学習指導要領の目標や内容を踏まえ，年間指導計画と評価の計画

を確認することが重要です。 

 

手順                   留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③単元の評価規準の作成 

○ 単元の評価規準は，本資料の「観点ごとの評価規準作成のポイント」(pp.４

-７)及び中学校国語科の「参考資料」の巻末資料(pp.75-105）を基に単元の

内容に合わせて作成することが考えられます。 

○観点別学習状況の評価の評定への総括は，各観点の評価結果をＡ，Ｂ，Ｃの組

合せ，又は，Ａ，Ｂ，Ｃを数値で表したものに基づいて行います。 

②単元の目標と学習課

題，言語活動の設定 

④「指導と評価の計画」

の作成 

授業・評価 

⑤観点ごとの総括 

○評定への総括 

○ 上記の①②③を踏まえ，単元の「指導と評価の計画」を作成します。 

○ 単元の「指導と評価の計画」に示す評価規準，評価方法等は次のようなこと

を意識することが重要です。 

・各時間の具体的な学習活動を構想し，単元のどの段階でどの評価規準に基づ

いて評価するのかを決定します。  

・どのような評価資料（生徒の反応やノート，ワークシート，作品等）を基

に，どのように達成状況を見取るのかを示します。 

・それぞれの評価規準について，実際の学習活動を踏まえて，「おおむね満足

できる」状況（Ｂ）とするかを考えたり「努力を要する」状況（Ｃ）への手

立てを考えたりします。 

○ 年間指導計画と評価の計画を基に，単元で取り上げる指導事項を確認します。 

授業実践を行います。「指導と評価の計画」に沿って観点別学習状況

の評価を行い，生徒の学習改善や教師の指導改善につなげます。 

○集めた評価資料やそれに基づく評価結果などから，観点別学習状況の評価の総

括（Ａ，Ｂ，Ｃ）を行います。 

○ 学習指導要領の各学年の目標や内容，学習指導要領解説等を踏まえて設定し

ます。 

  ・「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」の目標は，基本的に指導事

項の文末を「～できる。」として示します。 

  ・「学びに向かう力，人間性等」の目標は，当該学年の学年目標である「言葉

がもつ価値～思いや考えを伝え合おうとする。」までを示します。 

○ 生徒の実態，前単元までの学習状況等を踏まえて設定します。 

○ 単元の目標を実現するために適した学習課題や言語活動を，言語活動例を参

考にして位置付けます。 

３ 中学校国語科における学習評価の進め方 
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学習指導要領において，全ての教科の目標は，（1）「知識及び技能」，（2）「思考力，判断力，表現力等」 

（3）「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱で整理されました。中学校国語科の目標は次のとおりです。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ (3)の「学びに向かう力，人間性等」には，①「主体的に学習に取り組む態度」として観点別学習
状況の評価を通じて見取ることができる部分と，②観点別学習状況の評価や評定にはなじまず，こ
うした評価では示しきれない部分があるとされています。そのため，評価の観点は，「主体的に学習
に取り組む態度」と示されています。 

 

 「教科の目標」と「評価の観点」との関係 

 

【学習指導要領「教科の目標」】 

（１） （２） （３） 

知識及び技能に関する目標 
思考力，判断力，表現力等に

関する目標 

学びに向かう力，人間性等に

関する目標 

 

【改善等通知「評価の観点」】 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 中学校国語科の目標と評価の観点との関係 

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で正確に理解し

適切に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

知識及び技能 

思考力，判断力， 

表現力等 

学びに向かう力， 

人間性等 ※ 

(1) 社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことがで

きるようにする。 

(2) 社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像

力を養う。 

(3) 言葉がもつ価値を認識するとともに，言語感覚を豊かにし，我が国の言

語文化に関わり，国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。  

目標 

「知識・技能」の評価は，

各教科等における学習の過

程を通した知識及び技能の

習得状況について評価を行

うとともに，それらを既有

の知識及び技能と関連付け

たり活用したりする中で，

他の学習や生活の場面でも

活用できる程度に概念等を

理解したり，技能を習得し

たりしているかについても

評価します。 

「思考・判断・表現」の評価

は，各教科等の知識及び技

能を活用して課題を解決す

る等のために必要な思考

力，判断力，表現力等を身に

付けているかを評価しま

す。 

「主体的に学習に取り組む態度」の

評価に際しては，単に継続的な行動

や積極的な発言を行うなど，性格や

行動面の傾向を評価するというこ

とではなく，各教科等の「主体的に

学習に取り組む態度」に係る観点の

趣旨に照らして，知識及び技能を習

得したり，思考力，判断力，表現力

等を身に付けたりするために，自ら

の学習状況を把握し，学習の進め方

について試行錯誤するなど，自らの

学習を調整しながら，学ぼうとして

いるかという意思的な側面を評価

します。 

評価の観点は「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の三つです。 
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  (1)評価の観点及びその趣旨 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

社会生活に必要な国語に

ついて，その特質を理解し

適切に使っている。 

「話すこと・聞くこと」，「書くこ

と」，「読むこと」の各領域におい

て，社会生活における人との関わ

りの中で伝え合う力を高め，自分

の思いや考えを広げたり深めたり

している。 

言葉を通じて積極的に人と関

わったり，思いや考えを深め

たりしながら，言葉がもつ価

値を認識しようとしていると

ともに，言語感覚を豊かにし，

言葉を適切に使おうとしてい

る。  

   

(2)学年別の評価の観点の趣旨 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

第
１
学
年 

社会生活に必要な国語の

知識や技能を身に付けて

いるとともに，我が国の言

語文化に親しんだり理解

したりしている。 

「話すこと・聞くこと」，「書くこ

と」，「読むこと」の各領域におい

て，筋道を立てて考える力や豊か

に感じたり想像したりする力を養

い，日常生活における人との関わ

りの中で伝え合う力を高め，自分

の思いや考えを確かなものにして

いる。 

言葉を通じて積極的に人と関

わったり，思いや考えを確か

なものにしたりしながら，言

葉がもつ価値に気付こうとし

ているとともに，進んで読書

をし，言葉を適切に使おうと

している。 

第
２
学
年 

 

社会生活に必要な国語の

知識や技能を身に付けて

いるとともに，我が国の

言語文化に親しんだり理

解したりしている。  

「話すこと・聞くこと」，「書くこ

と」，「読むこと」の各領域におい

て，論理的に考える力や共感した

り想像したりする力を養い，社会

生活における人との関わりの中で

伝え合う力を高め，自分の思いや

考えを広げたり深めたりしてい

る。  

言葉を通じて積極的に人と関

わったり，思いや考えを広げ

たり深めたりしながら，言葉

がもつ価値を認識しようとし

ているとともに，読書を生活

に役立て，言葉を適切に使お

うとしている。 

第
３
学
年 

 

社会生活に必要な国語の

知識や技能を身に付けて

いるとともに，我が国の

言語文化に親しんだり理

解したりしている。 

「話すこと・聞くこと」，「書くこ

と」，「読むこと」の各領域におい

て，論理的に考える力や深く共感

したり豊かに想像したりする力を

養い，社会生活における人との関

わりの中で伝え合う力を高め，自

分の思いや考えを広げたり深めた

りしている。 

言葉を通じて積極的に人と関

わったり，思いや考えを広げ

たり深めたりしながら，言葉

がもつ価値を認識しようとし

ているとともに，読書を通し

て自己を向上させ，言葉を適

切に使おうとしている。 

５ 中学校国語科における評価の観点及びその趣旨 

「中学校国語科における評価の観点及びその趣旨」と 

「学年別の評価の観点の趣旨」を確認しましょう。 
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中学校国語科における「内容のまとまり」は，次のとおりです。 

 

 

 

 

 

観点別学習状況の評価を行う際は，学習指導要領の目標や内容を踏まえ，年間の指導と評価の計画を確認

することが重要です。その上で，「内容のまとまりごとの評価規準」（下記７(1)）の考え方等を踏まえて進め

ることが考えられます。進め方の例については，本資料の事例や「参考資料」をご確認ください。 

 

 

(1) 内容のまとまりごとの評価規準作成のポイント 

①「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 

〔知識及び技能〕は「知識・技能」，〔思考力，判断力，表現力等〕は「思考・判断・表現」と対応し

ています。 

  ②【作成する際の観点ごとのポイント】を踏まえて「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 

【作成する際の観点ごとのポイント】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・一年間を通して，当該学年に示

された指導事項を身に付ける

ことができるよう指導するこ

とを基本とします。 

・当該単元で育成を目指す資質・

能力に該当する指導事項につ

いて，その文末を「～してい

る。」として作成します。 

・育成したい資質・能力に照らし

て，指導事項の一部を用いて評

価規準を作成することもあり

ます。 

・指導事項に示された資質・能力

を確実に育成するため，基本的

には「内容のまとまりごとの評

価規準」が単元の評価規準にな

ります。 

・一年間を通して，当該学年に示

された指導事項を身に付ける

ことができるよう指導するこ

とを基本とします。 

・当該単元で育成を目指す資質・

能力に該当する指導事項につ

いて，その文末を「～してい

る。」として作成します。 

・育成したい資質・能力に照らし

て，指導事項の一部を用いて評

価規準を作成することもあり

ます。 

・指導事項に示された資質・能力

を確実に育成するため，基本的

には「内容のまとまりごとの評

価規準」が単元の評価規準にな

ります。 

・評価規準の冒頭には，当該単元

で指導する領域を「（領域名）に

おいて」と明記します。 

・各学年の「目標(３)」(学習指導

要領解説 p.15)や「評価の観点

及びその趣旨」（本資料 p.４参

照）を用いて評価規準を作成し

ます。 

・粘り強い取組を行おうとする側

面と自らの学習を調整しようと

する側面を踏まえ，当該単元で

育成する資質・能力と言語活動

に応じて評価規準を設定しま

す。 

・文末は「～しようとしている。」

として作成します。 

(2)  学習指導要領の「２ 内容」及び「内容のまとまりごとの評価規準（例）」 

＜第１学年 〔思考力，判断力，表現力等〕の「Ａ話すこと・聞くこと」＞ 

(2) ア 紹介や報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて質問したり意見などを述べたりする活動 

６ 中学校国語科における「内容のまとまり」 

〔知識及び技能〕(1)言葉の特徴や使い方に関する事項 

(2)情報の扱い方に関する事項 

         (3)我が国の言語文化に関する事項 

〔思考力，判断力，表現力等〕 Ａ話すこと・聞くこと Ｂ書くこと Ｃ読むこと 

７ 中学校国語科における観点ごとの評価規準作成のポイント及び評価のポイント 
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「知識・技能」「思考・判断・表現」の評価規準 

学
習
指
導
要
領 

２ 

内
容 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 

(1)エ 単語の類別について理解するとと

もに，指示する語句と接続する語句の役

割について理解を深めること。 

ア 目的や場面に応じて，日常生活の中から

話題を決め，集めた材料を整理し，伝え合

う内容を検討すること。 

エ 必要に応じて記録したり質問したりしな

がら話の内容を捉え，共通点や相違点など

を踏まえて，自分の考えをまとめること。 

 

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の 

評
価
規
準
例 

知識・技能 思考・判断・表現 

指示する語句と接続する語句の役割につ

いて理解を深めている。(1)エ 

※指導事項の一部を用いた例。 

・「話すこと・聞くこと」において，目的や場面に

応じて，日常生活の中から話題を決め，集

めた材料を整理し，伝え合う内容を検討し

ている。（ア） 

・「話すこと・聞くこと」において，必要に応じて

記録したり質問したりしながら話の内容を

捉え，共通点や相違点などを踏まえて，自

分の考えをまとめている。（エ） 

 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準 

・各学年の「１ 目標」を参考にしつつ，必要に応じて改善等通知別紙４に示された学年別の評価の観

点の趣旨のうち「主体的に学習に取り組む態度」に関わる部分を用いて「内容のまとまりごとの評価

規準」を作成します。 

・下図のように，①知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすることに

向けた粘り強い取組を行おうとする側面と，②①の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しよ

うとする側面の双方を適切に評価するため，③粘り強さを発揮してほしい内容と④自らの学習の調

整が必要となる具体的な言語活動を考えて授業を構想し，評価規準を設定することが大切です。その

際，生徒が学習を振り返ったり，これまでの学習とつないだりすることができるように設定すること

も大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①②の《 》内の言葉は，当該内容の

学習状況を例示したもので，これ以外

も想定される。 
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(3)  観点ごとの評価のポイント 

観点 観点ごとの評価のポイント 

知識・ 

技能 

・ここでの知識は，単に暗記することに終始するような知識ではなく，日常生活で生き

て働く知識として実感的に理解した状況を評価します。 

・内容の特質に応じて，資料を用いて発表したり，説明したりする活動を設定し，その

中で知識や技能の習得状況を評価します。 

思考・ 

判断・ 

表現 

・内容の特質に応じて，完成した作品のみで評価せず，下書きやそれまでの学習活動の

記録と比較することで，一人一人の思考，判断，表現の状況を評価します。 

・ペーパーテストのみならず，論述やレポートの作成，発表，グループでの話合い等の

多様な活動を取り入れたり，それらを集めたポートフォリオを活用したりするなど

の工夫が考えられます。 

主体的に 

学習に 

取り組む 

態度 

・学習計画や学習の振り返りを通して，継続している様子や試行錯誤している様子を読

み取り，粘り強さや学習の調整について評価します。どのようなことについて振り返

るのか，教師から視点を与えて書かせることも大切です。 

・ノートやレポート等言語活動の際の記述，授業中の発言，教師による行動観察等を教

師が評価を行う際に考慮する材料の一つとして用いることなどが考えられます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科の指導内容は螺
ら

旋的・反復的に繰り返しながら資質・能力の定着を

図ることを基本としています。また，一つの指導事項を年間で複数回繰り返

して指導することが多いため，指導事項が偏ったり，抜けたりしないように，

一年間を見通して単元の目標や評価規準を設定することが重要になります。 

学習評価を行うに当たって 
どの観点を評価するにせよ，「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」(本資料 p.１)のいず

れにおいても，次の二つのことを念頭に置いて，評価しましょう。 

☑授業中の生徒の取組の様子，発言やつぶやきの内容，記述内容などから生徒の学習状況を

見取る中で，評価規準に照らして，「努力を要する」状況（Ｃ）になりそうな生徒を見いだ

し，適切な手立てを取って「おおむね満足できる」状況（Ｂ）となるようにすること。 

☑評価結果は，総括のためだけでなく，生徒の学習改善と教師の指導改善に生かすこと。 
 

下図に示すように，毎時間生徒全員について記録をとることは現実的ではないので，計画的に

評価を行いましょう。 

 

学習評価を行うに当たって 

どの観点を評価するにせよ，「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」のいずれにおいても，次の

二つのことを念頭に置いて，評価しましょう。 

☑授業中の生徒の取組の様子，発言やつぶやきの内容，記述内容などから生徒の学習状

況を見取る中で，評価規準に照らして，「努力を要する」状況（Ｃ）になりそうな生徒

を見いだし，適切な手立てを取って「おおむね満足できる」状況（Ｂ）となるように

すること。 

☑評価結果は，総括のためだけでなく，生徒の学習改善と教師の指導改善に生かすこと。 

下図に示すように，毎時間生徒全員について記録をとることは現実的ではないので，計画的に評価

を行いましょう。 

 

単元 

毎時間，あらかじめ決めてお

いた評価の観点とその規準で

「指導に生かす評価」を行い，そ

れを指導改善や学習改善に生か

します。 

 

Ｃ→Ｂに！ 

いくつかの時間では，単元における観点別学

習状況の評価の総括を行うために，学習の実現

状況が把握できる段階で，「記録に残す評価」

として，以下の３段階で評価を行います。 
・「十分満足できる」状況（Ａ） 

・「おおむね満足できる」状況（Ｂ） 

・「努力を要する」状況（Ｃ） 
「記録に残す評価」では，全員の学習状況を

記録します。 

１時目 

２時目 

３時目 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

指導に生かす評価 記録に残す評価 
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  １ 単元名 「物語の構成や展開の工夫について語ろう」 

    教材名 「少年の日の思い出」(教育出版・三省堂・東京書籍・光村図書) 

 

  ２ 内容のまとまり 

    第１学年 

    〔知識及び技能〕       （１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

    〔思考力，判断力，表現力等〕 「Ｃ読むこと」 

 

３ 単元の目標 

    (1) 事象を表す語句の量を増やし，文章の中で使うことを通して，語彙を豊かにすることができる。 

〔知識及び技能〕(1)ウ 

      (2) 場面の展開などについて，描写を基に捉えることができる。 

〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ(1)イ 

      (3) 文章の構成や展開について，根拠を明確にして考えることができる。 

            〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ(1)エ 

    (4) 言葉がもつ価値に気付くとともに，進んで読書をし，我が国の言語文化を大切にして，思いや

考えを伝え合おうとする。                   「学びに向かう力，人間性等」 

   

４ 生徒に提示する学習課題 

    この単元では，物語の構成や展開の工夫について自分の考えをもつ学習をします。 

    課題は，「少年の日の思い出」の構成や展開の工夫を，読んだことがある他の物語と比べて見付け， 

語り合うことです。 

 

５ 本単元における言語活動 

    作品の構成や展開の工夫を，読んだことがある他の物語と比べて見付け，語り合う。 

(関連する言語活動例：〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ(2)イ) 

  ６ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①事象を表す語句の量を増や

し，文章の中で使うことを通

して，語彙を豊かにしてい

る。（（１）ウ） 

①「読むこと」において，場面の

展開などについて，描写を基

に捉えている。（Ｃ(1)イ） 

②「読むこと」において文章の構

成や展開について，根拠を明

確にして考えている。（Ｃ(1)

エ） 

①構成や展開に関わる語彙を豊

かにすることに粘り強く取り

組み，今までの学習を生かし

て，文章の構成や展開につい

ての解説を考え，書こうとし

ている。 

※  部…粘り強さ 

  部…自らの学習の調整 

 

８ 中学校国語科における学習評価の事例 

事例１ キーワード 読むこと，物語の構成と展開  
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７ 単元の指導と評価の計画(６時間) 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

○授業者が示す，構成や展開の工夫

が作品の良さにつながっている

例を読み，学習課題と中心となる

言語活動を知る。 

 

 

 

○『大造じいさんとガン』『海の命』

について書かれた言語活動のモ

デル（p.11資料２）を読み言語活

動のイメージをもつ。 

○『スイミー』を読み，「学習のてび

き」（次ページ資料１）に基づいて

物語の構成や展開についての学

習用語を学ぶ。 

 

○言語活動のモデル（p.11資料２）

について，学習用語が用いられて

いる部分を探し，傍線を引き学習

用語の使い方を確認する。 

○学習計画表に基づいて，学習の見

通しと自分の問いをもつ。 

 

○全文を構成や場面の展開の工夫

に注意して読む。 

○学習シート②（p.11資料３）を用

いてあらすじを確認する。 

 

・生徒が，単元を学習する

価値について自覚でき

るように，新聞の書評や

映画評等を用いて，構成

や展開の工夫が作品の

良さにつながっている

例を示す。 

・言語活動のイメージをも

たせるために，既習作品

を用いた言語活動のモ

デルを作成し，示す。 

・「学習のてびき」を用い

て，生徒が数年にわたっ

て学習してきた構成や

展開に関わる学習用語

を整理し，示す。 

 

 

 

 

 

 

 

・学習シート②の作成時に

は，学習シート②に示し

ている記入例だけでは

なく，前時に用いた「学

習のてびき」を参照する

ように声を掛ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［知識・技能］① 

学習シート②の記述 

・作品の構成や展開に

関する学習用語を理

解し，あらすじをま

とめることに生かし

ているかを，学習シ

ート②で確認する。 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「少年の日の思い出」から，構成

や場面の展開で工夫されている

部分を見付け，まとめる。(原稿用

紙前半) 

 

 

 

 

 

 

 

・工夫されている部分を見

付けた生徒には，その部

分についての自分の問

いをもつように促す。 

・工夫されている部分を見

付けられない生徒には，

注目するとよい場面や

使えそうな学習用語を

示す。 

 

 

［思考・判断・表現］①

学習シート②の記述 

・場面の展開などにつ

いて，描写を基に捉

え，学習のてびきで

示した「起承転結」の

定義を用いてあらす

じをまとめているか

を，原稿用紙前半の

記述から判断する。 

 

ここでは，「記録に残す

評価」のみを位置付け

ているが，学習内容を

確実に習得できるよう

にするため，「指導に生

かす評価」を単元を通

して適宜行う。 

本時においては，記録

に残す評価は行わな

いが，学習計画表の振

り返りの欄に，自身の

課題を記述させ，学習

の調整の側面を評価

できるようにしてお

く。 
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４ ○まとめた部分について，自分の考

えを書く。 

・なぜ，印象に残ったのか理由が

分かるように書く。 

 ・自分が構成や場面の展開の工夫

が印象的だと思った部分で感

じたことが伝わるように書く。 

 ・原稿用紙後半にまとめる。(前時

と合わせて，およそ四百字) 

・表現の手掛かりになるよ

うに，書評を基にした構

成や展開についての評

価語彙一覧を配付する。 

・書き進めることができな

い生徒には，言語活動の

モデルで示したもの以

外のモデルを示す。 

［思考・判断・表現］② 

原稿用紙後半の記述 

・文章の構成や展開に

ついての学習用語や

評価語彙を適切に用

いて，根拠が明確な解

説を書いているか

を，原稿用紙後半の

記述から読み取る。 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

○まとめた場面の展開や構成の工

夫についてグループで交流する。 

○交流を踏まえて，よりふさわしい

表現を用いて，まとめを清書す

る。 

 

 

 

 

 

○清書されたものを綴った冊子を

読み単元を振り返る。 

・発表は，原稿用紙にまと

めたものを読み上げる

だけではなく，教科書を

用いて分かりやすく伝

えることができるよう

に助言する。 

 

 

 

 

・生徒の記述の中で，根拠

を明確にして，適切に評

価語彙を用いて書いて

いるものを取り上げ，講

評する。 

［主体的に学習に取り

組む態度］① 

原稿用紙の記述と観察 

・交流を通して，解説の

書き改める部分を決

定し，これまでに用

いた学習のてびきや

学習シートを見返し

ながら，書こうとし

ているかを見取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 学習のてびき 
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資料２ 言語活動のモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 学習シート② 

 

 



 

12 

８ 観点別学習状況の評価の進め方 

(1)［知識・技能］の評価 

作品の構成や展開に関する学習用語を理解し，あらすじをまとめることに生かしているかを，学習

シート②を使い，第２時に評価しました。 

 

【生徒Ｘの学習シート②の記述】 

 

 

 

 

 

 

生徒Ⅹは，前時に学んだ「起承転結」の定義に基づいて全体を四つの部分に分け，「問題の提示」

等の既習の学習用語を用いて，「少年の日の思い出」のあらすじをまとめることができていました。

よって「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と判断しました。 

 

【生徒Ｚの学習シート②の記述】 

 

 

 

 

 

 

生徒Ｚは，「起承転結」を適切に捉え，さらに「起」の部分に着目し，新たに獲得した「プロロー

グ」という学習用語を用いてあらすじをまとめることができていました。よって「十分満足できる」

状況(Ａ)と判断しました。 

指導に生かす評価については，生徒があらすじを書き進める中で行いました。「努力を要する」

状況(Ｃ)と判断した生徒に対しては，「起承転結」のどの部分で誤っているかを指摘し，学習のて

びきを再度確認させました。その後，理解できていない部分を指導し，理解したことを基に書き改

めるように助言を行い，「おおむね満足できる」状況（Ｂ）に近付くようにしました。 

 

［知識・技能］① 

事象を表す語句の量を増やし，文章の中で使うことを通して語彙を豊かにしている。(第２時) 

「十分満足できる」状況(Ａ) 

(Ｂ)に加えて，あらすじをまとめる中で，新たに学んだプロローグや伏線，エピローグな

どの学習用語を適切に用いている。 

 「おおむね満足できる」状況(Ｂ) 

学習のてびきで示した「起承転結」の定義に基づいて，あらすじをまとめる中で，作品の

構成や展開に関する学習用語を適切に用いている。 

 「努力を要する」状況(Ｃ) 

(Ｂ)に達していない。 

起 
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れ
た
の
で

見
に
行
く
。 

 

勝
手
に
部
屋
に
入
っ
て
、
主

人
公
は
、
蝶
を
盗
ん
だ
。 

し
か
も
、
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て

し
ま
う
。 

 
 
 
 
 
 

 

エ
ー
ミ
ー
ル
に
自
分
が
し
た

こ
と
を
詳
し
く
話
し
、
説
明

し
た
。 

山
場 一

度
起
き
た
こ
と
は
、
も
う

償
い
の
で
き
な
い
も
の
だ

と
い
う
こ
と
を
悟
っ
た
。 

 

結 
 

蝶
を
指
で
粉
々
に
し
た
。 

起 

プ
ロ
ロ
ー
グ 

 

蝶
集
め
に
夢
中
だ
っ
た

友
人
の
告
白
。 

 
 

 

↓ 

彼
の
少
年
時
代 

最
初
は
は
や
り
だ
っ
た

か
ら
始
め
た
が
、
や
が
て

蝶
集
め
の
と
り
こ
に
な

っ
て
し
ま
う
。 

承 

主
人
公
の
道
具
は
、
幼
稚
な

設
備
で
人
に
自
慢
で
き
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

 
 
 
⇔
 

 

近
所
の
少
年(

エ
ー
ミ
ー
ル)

の
収
集
は
、
こ
ぎ
れ
い
で
手

入
れ
が
正
確
、
宝
石
の
よ
う

だ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
点
で
模

範
少
年
だ
っ
た
。 

  

そ
の
少
年
に
自
分
の
獲
物
を

否
定
さ
れ
た
。 

 

問
題 

僕
は
妬
み
、
嘆
賞
し

な
が
ら
彼
を
憎
ん

で
い
た
。 

転 
 

エ
ー
ミ
ー
ル
が
ク
ジ
ャ
ク
ヤ

マ
マ
ユ
を
手
に
入
れ
た
。
主

人
公
は
、
盗
ん
で
し
ま
う
。 

 
 
 
 
 

↓ 

 

謝
り
に
行
く
が
、
許
し
て
も

ら
え
な
い
。 

○
一
度
起
き
た
こ
と
は
、

も
う
償
い
の
で
き
な

い
も
の
だ
と
悟
っ
た
。 

 

結 
 

自
分
の
収
集
を
粉
々
に
し

た
。 

⇔ 
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(2)［思考・判断・表現］の評価 

場面の展開などについて，描写を基に捉え，学習のてびきで示した「起承転結」の定義を用いて

あらすじをまとめているかを，原稿用紙前半の記述から，第３時に評価しました。 

生徒Ⅹは，最初は誰にも会わずに部屋に入れたが，盗んで帰るときに下からの人の気配を感じた

という展開に注目し，主人公が蝶を盗む部分を選ぶことができています。また，この部分について

「山場につながる重要な展開」と学習用語を用いて表現することもできています（  部）。しかし，

この部分は，多くの生徒が選んだ部分ではありますが，他の小説にはあまり見られないような作品

の特徴があったり，主題との結び付きが強かったりする部分とは言えません。よって「十分満足で

きる」状況(Ａ)ではなく，「おおむね満足できる」状況(Ｂ)としました。 

生徒Ｚは，プロローグに着目し，友人同士の語り合いの現在から始まった物語が，回想を経て，

「現在のエピローグで結ばれると思っていたらそうはならない構成」とし，この作品の額縁構造の

特徴に気付いています（  部）。よって「十分満足できる」状況(Ａ)と判断しました。 

指導に生かす評価については，生徒が原稿を書き進める中で行いました。「努力を要する」状況

(Ｃ)と判断した生徒には，主人公が蝶を盗む場面を展開の工夫がある部分として例示し，その部分

について考えてみるよう助言を行い，「おおむね満足できる」状況（Ｂ）に近付くようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
生
徒
Ｚ
の
原
稿
用
紙
の
記
述
】 

生
徒
Ｚ 

『
少
年
の
日
の
思
い
出
』
の
構
成
や
展
開
の
工
夫
で
、
味
わ
っ
て
ほ
し
い
の
は
コ
コ
で
す
！ 

 

闇
と
い
う
言
葉
を
何
度
も
繰
り
返
す
プ
ロ
ロ
ー
グ
が
印
象
的
だ
っ
た
。
友
人
同
士
が

語
り
合
う
、
現
在
の
場
面
か
ら
過
去
の
回
想
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
、
終
わ
り
は
、
ま
た
現

在
に
戻
り
友
人
同
士
で
語
り
合
う
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
よ
う
な
エ
ピ
ロ
ー
グ

は
な
か
っ
た
。
現
在
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
結
ば
れ
る
と
思
っ
て
い
た
ら
そ
う
は
な
ら
な
い

構
成
の
意
外
性
を
読
ん
で
ほ
し
い
。 

 

解
説 大

人
に
な
っ
た
主
人
公
は
、
そ
の
友
人
と
蝶
に
つ
い
て
語
り
合
う
。
そ
れ
が
こ
の
作
品

の
プ
ロ
ロ
ー
グ
だ
。
大
人
に
な
っ
た
現
在
か
ら
、
蝶
集
め
に
夢
中
に
な
っ
た
過
去
に
物
語

は
展
開
す
る
。
そ
れ
が
主
人
公
の
少
年
時
代
で
あ
り
、
少
年
の
日
の
思
い
出
に
な
っ
て
い

る
。
僕
は
、
こ
の
回
想
の
部
分
が
終
わ
っ
た
ら
、
ま
た
現
在
に
戻
っ
て
、「
だ
か
ら
、
も

う
蝶
集
め
は
、
や
め
た
ん
だ
よ
」
と
か
話
す
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

意
外
な
こ
と
に
、
そ
の
よ
う
な
部
分
は
な
く
、
過
去
の
ま
ま
話
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

［思考・判断・表現］① 

「読むこと」において場面の展開などについて，描写を基に捉えている。(第３時) 

「十分満足できる」状況(Ａ) 

   (Ｂ)に加えて，「少年の日の思い出」の特徴である回想，欠けている額縁構造，プロロ

ーグにおける伏線等，作品の特徴であり主題に結び付く部分を取り上げている。 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ) 

  描写を手掛かりにして，作品から構成や展開の工夫がある部分を抜き出し，構成や展開

についての学習用語を用いて，まとめている。 

「努力を要する」状況(Ｃ) 

(Ｂ)に達していない。 

 

【
生
徒Ⅹ

の
原
稿
用
紙
の
記
述
】 

生
徒
Ｘ 

『
少
年
の
日
の
思
い
出
』
の
構
成
や
展
開
の
工
夫
で
、
味
わ
っ
て
ほ
し
い
の
は
コ
コ
で
す
！ 

 

主
人
公
は
、
最
初
は
誰
に
出
会
う
こ
と
も
な
く
、
簡
単
に
エ
ー
ミ
ー
ル
の
部
屋
に
入

る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
部
屋
を
出
て
帰
る
時
に
、
階
段
の
下
の
方
に
人
の
気
配
を

感
じ
る
。
こ
の
部
分
は
、
エ
ー
ミ
ー
ル
に
謝
り
に
行
く
と
い
う
作
品
の
山
場
に
つ
な
が

る
重
要
な
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。 

 

解
説 誰

に
も
会
わ
ず
に
、
エ
ー
ミ
ー
ル
の
部
屋
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
主
人
公
は
、
ク
ジ

ャ
ク
ヤ
マ
マ
ユ
を
盗
ん
だ
時
に
は
、
満
足
感
し
か
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。
私
は
、
い
つ
彼

の
盗
み
が
誰
か
に
見
つ
か
る
か
と
思
い
、
最
初
か
ら
緊
張
し
て
読
ん
で
い
た
の
で
、「
満

足
」
と
い
う
言
葉
に
驚
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
、
階
下
か
ら
の
人
の
気
配
で
自
分
の
罪
の

大
き
さ
に
気
付
き
、
ひ
ど
く
緊
張
す
る
。
私
も
お
手
伝
い
さ
ん
が
上
が
っ
て
く
る
と
こ

ろ
で
は
、
息
が
止
ま
る
よ
う
な
緊
張
を
感
じ
た
。
そ
こ
で
彼
と
気
持
ち
が
重
な
っ
た
。 

こ
の
小
説
は
、
盗
み
を
し
た
の
に
満
足
し
て
い
る
主
人
公
の
ず
れ
て
い
る
感
覚
が
、
緊

張
感
の
頂
点
で
読
者
の
感
覚
と
重
な
り
、
そ
の
後
の
展
開
を
早
く
読
み
た
い
と
い
う
気

に
さ
せ
る
作
品
だ
。 

Ⅹ Ⅹ 
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［思考・判断・表現］② 

「読むこと」において文章の構成や展開について，根拠を明確にして考えている。(第４時) 

「十分満足できる」状況(Ａ) 

(Ｂ)に加えて，解説を構成や展開についての評価語彙を効果的に用いて書いている。 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ) 

   解説を構成や展開についての学習用語と作品の構成や展開についての評価語彙を適切に

用いて書いている。 

「努力を要する」状況(Ｃ) 

(Ｂ)に達していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文章の構成や展開についての学習用語や評価や語彙を適切に用いて，根拠が明確な解説を書いている

かを，原稿用紙後半（p.13）の記述から，第４時に評価しました。 

生徒Ⅹは，［思考・判断・表現］①の評価においては，作品の特徴的な部分をつかむことができていま

せんでした。しかし，この［思考・判断・表現］②では，「息が止まるような緊張を感じた」と，それま

で満足感しか感じていなかった主人公の心情が，階下の人の気配を感じたとたんに大きく変化すること

を捉えて解説を書いています。さらに，蝶を盗んでも満足感しか感じていない主人公に対して，違和感

を覚えたことを記述し，最後に人の気配を感じた瞬間に，主人公の緊張感が「読者の感覚と重な」ると

記述し（p.13【生徒Ⅹの原稿用紙の記述】の  部），そのずれの面白さを評価しています。よって「十

分満足できる」状況(Ａ)と判断しました。 

生徒Ｚは，［思考・判断・表現］①の評価においては，作品の特徴的な部分をつかむことができていま

したが，この自分の考えを述べる部分では，［思考・判断・表現］①で用いた学習用語を繰り返し，作品

の構成や展開についての評価語彙としては，「意外な」を付け加えるだけでした（p.13【生徒Ｚの原稿用

紙の記述】の  部）。よって「十分満足できる」状況(Ａ)ではなく，「おおむね満足できる」状況(Ｂ)

としました。 

指導に生かす評価については，生徒が原稿を書き進める中で行いました。「努力を要する」状況(Ｃ)と

判断した生徒には，モデルの読み返しや，前時に使用した書評の語彙を示して，使えそうな言葉を例示

する等の助言を行い，「おおむね満足できる」状況（Ｂ）に近付くようにしました。 

 

(3)［主体的に学習に取り組む態度］の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  交流の様子や原稿用紙の記述を中心に，第５時に評価しました。 

例えば，「おおむね満足できる状況」(Ｂ)としては，前時で書き終えた解説の下書きについて，交流を

通して書き改めたい部分を決定し，何度も学習のてびきや学習シートを見返している姿から積極性を確

 

［主体的に学習に取り組む態度］ 
構成や展開に関わる語彙を豊かにすることに積極的に取り組み，今までの学習を生かして，文章の展

開や構成についての解説を書こうとしている。(第５時) 

「十分満足できる」状況(Ａ) 

   (Ｂ)に加えて，自分が書いた構成や展開についての解説を，何回も読み直し推敲しようと

している。 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ) 

交流を通して，構成や展開についての解説の書き改める部分を決定し，これまでに用いた

学習のてびきや学習シートを見返しながら，書こうとしている。 

「努力を要する」状況(Ｃ) 

 (Ｂ)に達していない。 
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認しました。また，学習のてびきで学習用語の定義を再確認したり，学習シートを用いて物語を解釈し

直したりして，解説を書こうとしている姿によって，学習を調整しているかどうかを見取りました。 

さらに，自分が書いた構成や展開についての解説を，何回も読み直し丁寧に推敲しようとしている姿

を，「十分満足できる状況」(Ａ)として，下書きと清書を比較することによって捉えました。 

指導に生かす評価については，生徒が交流と推敲を進める中で行いました。交流に積極的に取り組め

なかったり，自分が書いた構成や展開についての解説を書き改めることができなかったりする生徒につ

いては，「努力を要する状況」(Ｃ)と判断し，この学習に取り組む意義について再度説明を行ったり，理

解が十分ではないと思われる部分について解説を行ったりすることで，「おおむね満足できる」状況（Ｂ）

に近付くようにしました。 
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  １  単元名 「『○○○○』について説得力のある意見文を書き，新聞に投稿しよう」 

    教材名 「根拠を明確にして意見を書こう」（光村図書） 

 

  ２ 内容のまとまり 

    第２学年 

    〔知識及び技能〕        (2）情報の扱い方に関する事項 

    〔思考力，判断力，表現力等〕 「Ｂ書くこと」 

 

３ 単元の目標 

    (1) 意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解することができる。 

〔知識及び技能〕（2）ア 

      (2) 根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり，表現の効果を考えて描写したりするなど，自

分の考えが伝わる文章になるように工夫することができる。 

〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ（1）ウ 

      (3) 表現の工夫とその効果などについて，読み手からの助言などを踏まえ，自分の文章のよい点や

改善点を見いだすことができる。          〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ（1）オ 

   （4）言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を生活に役立て，我が国の言語文化を大切にして，

思いや考えを伝え合おうとする。              「学びに向かう力，人間性等」 

   

４ 生徒に提示する学習課題 

      この単元では，選んだテーマについて自分の意見をもち，意見の根拠となる情報を選び，構成を

工夫して意見文を書く学習をします。課題は，自分の意見とつながる情報を選択し，自分の意見で

相手を説得できるような文章を書くことです。 

 

  ５ 本単元における言語活動 

    自分の意見をもち，説得力のある意見文を書く。 

（関連する言語活動例：〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ（2）ア） 

  ６ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①意見と根拠，具体と抽象な

ど情報と情報との関係につ

いて理解している。（（2）

ア） 

①「書くこと」において根拠の
適切さを考えて説明や具体
例を加え,自分の考えが伝わ
る文章になるように工夫し
ている。（Ｂ(1）ウ） 

②「書くこと」において読み手
からの助言などを踏まえ，自
分の文章のよい点や改善点
を見いだしている。（Ｂ（1）
オ） 

①根拠や具体例の適切さにつ

いて学習計画に沿って，粘り

強く検討し，構成や表現を工

夫したり，友達の意見を参考

にしたりして説得力のある

意見文を書こうとしている。 

※  部…粘り強さ 

  部…自らの学習の調整 

 

事例２  キーワード…「書くこと」の評価，意見文を書く 
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７ 単元の指導と評価の計画（５時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ ○提示された実際の新聞掲載の意

見文を読み，学習課題や言語活動

を知り，学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○提示された二つの意見文を比べ，

説得力のある意見文を書くため

に必要なことに気付く。 

 

 

 

○気付いたことを基に，意見文を書

くためのポイントを確認する。 

 

 

 

 

 

○身の回りの事象についてウェビ

ングで広めたテーマについて，更

に深めたいことについてタブレ

ット端末等を使って調べる。 

 

・説得力のある意見文を書

く学習の見通しをもた

せるために，新聞に掲載

された実際の意見文を

いくつか示す。 

 

 

 

 

 

 

 

・二つの意見文を提示し，

説得力のある意見文と

そうではない意見文は，

どのようなところが違

うのかを考えさせるよ

うにする。 

・説得力のある意見文を書

くことができるように，

根拠，具体例，事実，数

値などのデータ，構成の

工夫などがあることを

確認する。 

 

・「環境問題」「フードロス

の問題」等のテーマを提

示し，ウェビングを使

い，生徒の考えを引き出

し，その中から自分のテ

ーマを選択できるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［知識・技能］① 

学習様子の観察，学習

シート①の記述（p.19

資料１） 

・意見を支える根拠に

具体例や事実，数値

などがあることに気

付いているかを確認

する。 

 

 

 

 

 

［知識・技能］① 

学習様子の観察，学習

シート②の記述 

・意見文のテーマを選

び，更に深まるよう

に情報を集めている

かを確認する。 

２ ○テーマに対する自分の意見を支

える根拠や具体例，事実などをワ

ークシートに書き，整理する。 

 

 

・ポイントについては，再

度提示し，確認できるよ

うにする。 

 

 

 

［思考・判断・表現］ 

① 

下 書 き 原 稿 の 記 述

（p.20資料２） 

ここでは，「記録に残す評

価」のみを位置付けてい

るが，学習内容を確実に

習得できるようにするた

め，「指導に生かす評価」

を単元を通して適宜行

う。 
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○タブレット端末等を使い，自分の

意見に合った根拠や具体例，事実

などを調べる。 

 

・自分の意見の根拠となる

具体例，事実，数値など

について，タブレット端

末等で情報を確かなも

のにできるように声を

掛ける。 

・意見の根拠として具

体例や事実，数値な

どを挙げ，意見が伝

わりやすくしている

かを見取る。 

３ ○文章構成を決める。 

 

 

○意見文を書く。（四百～五百字） 

 

・学習のてびきで示してい

る頭括型，尾括型，双括

型の中で，生徒が選んだ

テーマに合った形式を

選ぶように指示する。 

本時においては，Ｂ(1)

ア，イに基づいて学習

状況を捉え指導を行う

が，単元の目標として

いないことから，本単

元の評価には，含めな

い。ただし，学習計画表

（p.23 資料４）の振り

返りの欄に自身の課題

等を記述させ，学習の

調整の側面を評価でき

るようにしておく。 

４ ○グループ内で相互交流をして，よ

い点や改善点を見付ける。 

 

 

  

 

 

 

○友達にもらった意見を参考に推

敲し，清書をする。 

・よい点，読みにくい点や

分かりづらい点に色ペ

ン(赤，青２色)で線を引

いてコメントを書かせ，

友達の意見文が説得力

のある意見文になるよ

うにする。 

 

 

［思考・判断・表現］ 

② 

推敲した文章の記述

（p.21資料３） 

・友達の意見を基に，読

み手に自分の意見が

伝わる表現になるよ

うに推敲しているか

を見取る。 

５ ○出来上がった意見文の相互評価

を行う。  

 

 

○学習を振り返って，単元で身に付

けた力を確かめる。 

・学級全員分の意見文を冊

子にして渡し，評価表に

コメントを書かせる。 

 

・生徒自身が本単元ででき

るようになったと実感

したことを具体的に書

かせ，今後の生活で生か

すことができるように

する。 

［主体的に学習に取り

組む態度］① 

学習様子の観察，学習

計画表の記述（p.23 資

料４） 

・２～４時で推敲し，仕

上げた文章を読み合

い，自分の学習を振り

返り，身に付けた力を

実感できているかを

読み取る。 
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８ 観点別学習状況の評価の進め方 

(1)［知識・技能］の評価 

  説得力のある意見文を書くために必要なことに気付かせる学習を行った第１時に評価しました。学習

シート①（資料１）を使い，評価をします。 

資料１の学習シートで(ａ)と(ｂ)の例文から，説得力のある意見文(ｂ)を選び，そのよさを資料１緑

枠部に文章中から読み取って見付けたよさが書けている生徒を「おおむね満足できる」状況(Ｂ）と判断

しました。指導に生かす評価については，(ａ)の例文を選んだ生徒を「努力を要する」状況(Ｃ)と判断

し，(ａ)の文末や具体的な根拠の部分に着目させ，相手を説得できるかという視点で(ｂ)と比較させな

がら考えさせました。また，資料１緑枠部が全く書けていない生徒を「努力を要する」状況(Ｃ)と判断

し，意見の部分に線を引かせ，それ以外にどのようなことが書かれているかを確認して書くように指導

し，「おおむね満足できる」状況（Ｂ）に近付くようにしました。 

(Ｂ)の状況を満たし，引用など今までの読書体験から記述ができている生徒，見付けたよさを書いて

いて，更にその効果まで説明することができている生徒を「十分満足できる」状況(Ａ)と評価しました。 

 

［知識・技能］① 

意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解している。（第１時） 

「十分満足できる」状況(Ａ) 

文章の中から，情報を読み取ったことに加え，根拠や事実として付け加えた方がいいと

考えられることを挙げ，よさを説明している。 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ) 

意見を裏付けるために適切な根拠を挙げている。 

「努力を要する」状況(Ｃ） 

(Ｂ)に達していない。 

次
の
二
つ
の
意
見
文
を
く
ら
べ
て
み
よ
う
。
説
得
力
が
あ
る
の
は
ど
ち
ら
だ
と
思
い
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
良
い
点
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

★
説
得
力
が
あ
る
の
は
、（ 

ｂ 

）
だ
と
思
う
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
（ 

 

）
の
良
か
っ
た
と
こ
ろ 

             

学
習
シ
ー
ト
① 

自
分
の
考
え
を
も
ち
、
説
得
力

の
あ
る
意
見
文
を
書
こ
う 

学
習
日 

 

／ 
 

 

組 
 

号 
 

(

ａ) 

こ
こ
数
年
、
佐
賀
県
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
い
う
企
画

が
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の

効
果
と
し
て
、
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
な
ど
の
作
品
と
コ
ラ
ボ
し
、

聖
地
巡
礼
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
き
た
と
思
う
。

観
光
客
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
た
く
さ
ん
の
お
金
を
使
う

と
思
う
し
、
た
ぶ
ん
、
そ
の
土
地
を
い
い
と
感
じ
て
く
れ
る

と
思
う
。
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
作
品
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

コ
ラ
ボ
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
う
。
今
後

も
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
と
コ
ラ
ボ
を
続
け
て
い
く
と
い
い
と
思

う
。 

  
(

ｂ) 

佐
賀
県
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
方
法

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
数
年
、
佐
賀
県
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と

い
う
企
画
が
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

唐
津
市
は
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
ユ
ー
リ
！
！
！ 

ｏ
ｎ 

Ｉ

Ｃ
Ｅ
」
の
主
人
公
の
出
身
地
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
。
実
際
、

唐
津
市
で
は
、
フ
ァ
ン
の
「
聖
地
巡
礼
」
で
盛
り
上
が
り
、

放
送
終
了
か
ら
二
年
間
で
フ
ァ
ン
約
六
万
人
が
市
を
訪
れ
、

こ
の
約
四
割
が
市
内
に
宿
泊
。
約
四
億
円
以
上
の
直
接
経
済

効
果
が
あ
っ
た
。(

○
○
○
新
聞2018.11.18) 

こ
れ
に
対
し
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
、
マ
ナ
ー
の
悪
化

が
目
立
ち
、
美
し
い
環
境
が
保
て
な
い
と
の
意
見
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
環
境
に
つ
い
て
は
、
呼
び
か
け
を

し
た
り
、
ゴ
ミ
箱
を
設
置
し
た
り
し
て
工
夫
を
す
れ
ば
、
美

し
さ
を
保
て
る
と
思
う
。 

ア
ニ
メ
や
映
画
の
聖
地
を
つ
く
る
こ
と
で
観
光
客
が
増

え
、
経
済
効
果
も
高
ま
る
こ
と
で
、
県
内
が
活
性
化
で
き
る

と
考
え
る
。 

○ 

具
体
例
（
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
納
得
で
き
る
） 

 

○ 

事
実 

○
意
見
文
を
書
く
た
め
に
見
つ
け
た
良
か
っ
た
点
を
生
か
し
ま
し
ょ
う
。 

○
意
見
文
を
書
く
時
に
生
か
し
た
と
こ
ろ
は
、
○
を
赤
ペ
ン
で
ぬ
り
ま
し
ょ
う
。 

○ 

デ
ー
タ
に
あ
る
具
体
的
な
数
値
（
調
査
し
て
い

る
た
め
、
信
頼
で
き
る
情
報
） 

○ 

情
報
を
引
用
し
て
い
る
。（
考
え
を
裏
付
け
で
き

る
） 

○ 

文
体
、
文
末
の
工
夫
（
Ａ
は
思
う
の
み
） 

 

○ 

問
い
か
け
を
し
て
い
る
の
で
、
引
き
込
ま
れ
る
。 

○ 

反
論
を
想
定
し
て
い
る
（
そ
れ
に
反
論
し
、
自
分

の
意
見
に
し
、
反
対
の
立
場
の
人
に
も
納
得
し
て

も
ら
え
る
） 

○ 

結
論
が
書
い
て
あ
る 

 

○ 

構
成
が
き
ち
ん
と
し
て
い
る 

資料１ 学習シート① 
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（2）［思考・判断・表現］の評価 

意見文を書くテーマを決め，自分の意見を書いた後，タブレット端末等で調べた情報を活用し，説得

力がある意見文にするため，意見の根拠や具体例を記述した第２時に評価をしました。この時間に使用

した学習シート③（資料２【生徒Ｅの記述】）で評価します。 

生徒Ｅの記述のように，テーマを決め，自分の意見をもち，根拠となる情報，具体例等が書けている

状況を「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と判断しました。今後，反論の根拠や反論に対する意見が説得

力を増すようにするために調べた事実や数値等の情報を集めるよう指導し，(Ａ)を目指すような声掛

けをしました。 

(Ｂ)と評価した点に加え，工夫しようと思うこと（資料２青枠部）を具体的に書き，集めた情報を選

択し，適切に生かしている状況を「十分満足できる」状況(Ａ)と判断しました。指導に生かす評価につ

いては，意見は書けていても，根拠や具体例が書けていない生徒を「努力を要する」状況(Ｃ）と判断

し，そのように考えた理由を尋ね，調べた内容を活用して根拠として挙げるように指導し，「おおむね

満足できる」状況（Ｂ）に近付くようにしました。 

［思考・判断・表現］① 

「書くこと」において根拠の適切さを考えて説明や具体例を加え,自分の意見が伝わる文章になる

ように工夫している。（第２時） 

「十分満足できる」状況(Ａ) 

構成や表現に，問いかけ，引用，反論への反論の根拠など，工夫をして意見文を書いてい

る。 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ) 

根拠として挙げた事例や具体例を数値や体験等を含め，意見文を書いている。 

「努力を要する」状況(Ｃ) 

(Ｂ）に達していない。 

テ
ー
マ
を
決
め
ま
し
ょ
う
。 

   

テ
ー
マ
に
対
す
る
自
分
の
意
見
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

           

学
習
シ
ー
ト
③ 

自
分
の
考
え
を
も
ち
、
説
得
力

の
あ
る
意
見
文
を
書
こ
う 

学
習
日 

 

／ 
 

 

組 
 

号 
 

家
庭
で
出
た
ご
み
に
つ
い
て 

食
べ
残
し
が
多
い
か
ら
、
必
要
な
分
だ
け
購
入
し
た
方
が
い
い

と
思
う 

そ
の
意
見
を
支
え
る
根
拠
・
具
体
例 

日
本
で
は
、
二
〇
一
八
年
間
年
度
の
ゴ
ミ
総
排
出
量
は
、 

                      
                

 

四
二
七
二
ト
ン
に
の
ぼ
る
。
東
京
ド
ー
ム
に
例
え
る
と
約 

                         
             

 

二
十
五
杯
分
も
の
量
を
廃
棄
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

                      
                

 

ま
た
、
食
品
ロ
ス
は
年
間
約
六
一
二
ト
ン
に
の
ぼ
り
、
国
民 

                             
          

一
人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、
お
茶
碗
約
一
杯
分
の
食
べ 

                          
            

 

物
を
毎
日
捨
て
て
い
る
計
算
に
な
る
。 

                         
             

 

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、
本
当
に
必
要
な
も
の
だ
け
購 

                                      
 

入
す
る
こ
と
や
食
べ
ら
れ
る
量
だ
け
注
文
す
る
。 

                       
                 

普
段
の
生
活
の
中
で
少
し
ゴ
ミ
に
つ
い
て
意
識
を
向
け
て 

                       
               

 

み
る
な
ど
を
し
て
い
く
と
ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る 

                             
          

と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

逆
の
意
見
は 

仕
事
で
忙
し
い
人
や
足
腰
が
悪
い
人
は
毎
日
買

い
物
に
行
け
な
い
か
ら
必
要
な
分
が
見
通
し
づ
ら
く
、
多
め
に
買

う
こ
と
が
多
い
。 

そ
の
意
見
を
支
え
る
根
拠
・
具
体
例
を
想
定 

仕
事
や
育
児
な
ど
で
忙
し
い
人
や
足
腰
が
悪
い
人
は
一
回
の
買 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

い
物
で
買
い
だ
め
を
す
る
か
ら
必
要
な
分
だ
け
買
い
た
く
て
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

そ
の
計
算
が
し
づ
ら
く
、
多
め
に
買
い
す
ぎ
て
廃
棄
す
る
量
が
多 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

く
な
る
。
必
要
な
物
が
消
費
期
限
が
短
い
も
の
も
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

反論すると 

消
費
期
限
が
短
い
も
の
は
早
め
に
使
用
し
、
消
費
期
限
が
長
い 

                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

も
の
を
遅
く
使
用
す
る
。
残
さ
な
い
で
食
べ
ら
れ
る
量
の
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

で
、
種
類
を
多
め
に
買
う
よ
う
に
す
る
。
保
存
で
き
る
も
の
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

活
用
す
る
。
（
乾
燥
し
た
も
の
な
ど
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

意
見
文
を
書
く
時
に
工
夫
し
よ
う
と
思
う
こ
と 

説
得
力
が
あ
る
文
に
す
る
た
め
に
具
体
的
な
例
や
数
値
を
使

う
。
一
文
を
短
く
す
る
。 

 

自
分
の
意
見
を
も
て
る
テ
ー
マ
に

し
よ
う 

資料２【生徒Ｅの記述】 
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資料３ 生徒Ｘの学習シート 

グループ内で相互交流を行った第４時に評価しました。仕上げた意見文を，友達と交流し，赤ペン（修

正点や疑問点）と青ペン（よかったところ）で書き込んだワークシートを基に，推敲した意見文で評価

します。 

【推敲前 学習シート④】 

                   

                                          

【推敲後 学習シート⑤】 

 

 

生徒Ⅹは，生徒Ｆから「具体例が多すぎて主張が少なく弱い感じになっている」とアドバイスをもら

い，【推敲前 学習シート④】※１を削除して，【推敲後 学習シート⑤】※３を主張として加えているこ

とが分かります。また，生徒Ｇから「解決方法をもっと具体的に書いた方がよい」とアドバイスをもら

い，【推敲後 学習シート⑤】※２の記述を加えています。赤ペンで受けた友達の助言を基に修正してい

るので「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と評価しました。 

(Ｂ）の状況に加え，青ペンで挙げてもらったよさ，また他の部分も含めて更によくしようと修正し

［思考・判断・表現］② 

「書くこと」において読み手からの助言などを踏まえ，自分の文章のよい点や改善点を見いだし

ている。（第４時） 

「十分満足できる」状況(Ａ) 

友達の助言を基に，自分の文章のよい点を活用し，改善点については修正し，助言以外の

部分も見直し，全体的によくなるように工夫している 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ) 

色ペンで書かれた友達の助言を基に，自分の文章のよい点は活用し，改善点については，

修正している 

「努力を要する」状況(Ｃ） 

(Ｂ）に達していない。 

よ
り
具
体
的
に
見
て
み
る
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ

た

発

電

の

排

出

量

は

2
0
g-

c
o
2
/k
w
h

な
の
に
対
し
て
、
火
力

発
電
は

9
0
0
g
-
c
o
2/
k
w
h

も
排
出

し
て
い
る
。
日
本
の
発
電
は
、
ほ

と
ん
ど
が
火
力
発
電
で
補
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
僕
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
発

電
を
日
本
の
主
な
発
電
に
す
る

こ
と
と
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出

し
に
く
い
車
を
世
界
中
で
使
う

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。
今
現

在
、
火
力
発
電
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
日
本
の
発
電
量
は
ぐ
っ

と
下
が
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、

今
後
の
地
球
の
こ
と
を
考
え
る

と
※
２

火
力
に
頼
ら
ず
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
ま
た
、
車
も
最
近
は
電

気
自
動
車
や
水
素
自
動
車
の
開

発
が
進
ん
で
い
る
。
※
３

こ
れ
か

ら
の
地
球
の
た
め
に
科
学
技
術

の
発
展
と
共
に
、
地
球
を
守
る
こ

と
も
大
切
に
し
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
。 

 

具
体
的
に
見
て
み
る
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
発

電
の
排
出
量
は

2
0
g
-
c
o
2/
k
wh

な
の
に
対
し
て
，
火
力
発
電
は

9
0
0
g-

c
o2
/
kw
h

も
排
出
し
て
い

ま
す
。
し
か
も
日
本
の
ほ
と
ん

ど
が
化
石
燃
料
を
使
っ
た
発
電

で
電
力
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。
今
の
時
代
，
※
１

ク
ー
ラ
ー

が
あ
る
か
ら
温
暖
化
が
進
ん
で

も
大
丈
夫
と
思
う
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
，
地
球
温

暖
化
は
，
気
温
の
上
昇
だ
け
で

な
く
，
海
面
の
上
昇
や
異
常
気

象
の
発
生
，
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
伴
っ
て
き
ま
す
。
こ

れ
ら
す
べ
て
深
刻
な
問
題
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
，
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
発
電

を
，
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し

に
く
い
車
を
世
界
中
で
使
う
こ

と
で
地
球
を
大
き
く
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
科

学
技
術
の
進
歩
だ
け
で
な
く
地

球
を
守
る
こ
と
も
大
事
だ
と
考

え
ま
す
。 

 

解決方法をもっと具体的に

書いた方がよい。 (Ｇより) 

 

具体例が多すぎて主張が少な

く弱い感じになっている。(Ｆより) 

アドバイスを受けて推敲 
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た意見文を「十分満足できる」状況（Ａ）と評価しました。 

指導に生かす評価としては，意見とその理由や根拠が適していない生徒，書けていない生徒を「努力

を要する」状況(Ｃ)とし，前時までの学習シートや学習のてびきを確認させ，書くように指導し，「おお

むね満足できる」状況（Ｂ）に近付くようにしました。 

 

（3）［主体的に学習に取り組む態度］の評価 

「学習の調整」の側面の評価は，意見文を仕上げている様子と次ページ資料４赤枠部を用いて行いま

した。生徒Ｙは，第２時の記述から，第１時に学習した内容を生かして具体的に記述し，自身の課題を

明確にして今後の手立て等を記述しているので，単元のねらいを理解し，学習を自ら調整して活動でき

ていると捉え「十分満足できる」状況(Ａ)と判断しました。 

  「粘り強さ」の側面は，意見文を仕上げている様子と次ページ資料４赤枠部を用いて行いました。生

徒Ｙは，第３時の記述から，課題を把握し，根拠に挙げる反論についてもっと調べたいという思いを抱

いていると捉え，「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と判断しました。(Ｂ）の状況に加え，他の表現も工

夫し，説得力が増すように努力している姿とそれに合った記述がある第４時を「十分満足できる」状況

(Ａ)と判断しました。 

意見に対する根拠や具体例等を挙げて意見文を書くことができなかった生徒はいなかったため，「努

力を要する」状況(Ｃ)と判断する生徒はいませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［主体的に学習に取り組む態度］ 

学習計画に沿って，根拠や具体例の適切さについて粘り強く検討し，意見を明確にしたり，表現を

工夫したりして書こうとしている。（第１時～第５時） 

「十分満足できる」状況(Ａ） 

(Ｂ)に加えて，自身の課題に対し，具体的な手立てを取り，より説得力のある意見文を書こう

と工夫している。 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ) 

自身の課題を把握し，意見文を書く際，適切な根拠や具体例を挙げて意見文を書こうとしてい

る。 

「努力を要する」状況(Ｃ） 

(Ｂ）に達していない。 



 

23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 【生徒Ｙ学習計画表記述】 

粘り強さ 粘り強さ 学習の調整 

学
習
課
題 

こ
の
単
元
で
は
、「
環
境
問
題
」
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を
も
ち
、
意
見
の
根
拠
と
な
る
情
報
を
選
び
、
構
成

を
工
夫
し
て
意
見
文
を
書
く
学
習
を
し
ま
す
。
課
題
は
、
自
分
の
意
見
と
つ
な
が
る
情
報
を
選
択
し
、
自
分

の
意
見
で
相
手
を
説
得
で
き
る
よ
う
な
文
章
を
書
く
こ
と
で
す
。 

 

自
分
の
考
え
を
も
ち
、
説
得
力
の
あ
る
意
見
文
を

書
こ
う 

 
 

組 
 

号 
 

振り返る 広げる・深める つかむ・知る  

５ ４ ３ ２ １ 時間 

１２月 １７日 １２月 １５ 日 １２月 １０日 １２月  ９ 日 １２月 ７ 日 月日 

○
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
文
の
相
互
評
価
を
す
る
。 

○
学
習
を
振
り
返
り
、
身
に
付
い
た
言
葉
の
力
に
つ
い

て
考
え
る
。 

 

【
友
達
の
意
見
文
を
読
ん
で
自
分
に
必
要
な
も
の
や

友
達
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
】 

○
グ
ル
ー
プ
で
交
流
し
、
意
見
文
を
推
敲
す
る
。 

  

【
友
達
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
清
書
に
生
か
す
】 

○
構
成
を
考
え
て
意
見
文
を
書
く
。 

 

【
自
分
の
ま
と
め
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
意
見
文
を
書

く
】 

○
テ
ー
マ
に
対
し
て
自
分
の
意
見
を
も
つ
。 

(

共
感
・
納
得
・
疑
問
・
反
論)

 

○
根
拠
と
な
る
具
体
例
や
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
。 

【
テ
ー
マ
を
も
と
に
意
見
文
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
】 

○
学
習
課
題
を
知
り
、
学
習
の
見
通
し
を
も
つ
。 

○
身
近
に
あ
る
「
意
見
文
」
に
つ
い
て
知
る
。 

○
二
つ
の
意
見
文
か
ら
説
得
力
の
あ
る
意
見
文
を
書

く
ポ
イ
ン
ト
を
探
る
。 

【
意
見
文
を
書
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
る 

】 

学
習
内
容
（〇
）と
自
分
の
め
あ
て
【 

】 

問
い
か
け
で
始
め
て
い
る
人
の
意
見
文
は
、

自
然
と
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分

も
問
い
か
け
か
ら
始
め
れ
ば
よ
か
っ
た
と

思
っ
た
。 

二
つ
の
意
見
文
を
書
い
て
み
て
、
全
体

的
に
は
一
つ
目
が
よ
く
で
き
た
け
ど
、

二
つ
目
も
一
つ
目
の
失
敗
を
生
か
し
て

書
い
た
の
で
、
良
か
っ
た
と
思
う
。 

例
示
は
う
ま
く
使
え
た
け
ど
、
反
論
が

あ
ま
り
書
け
な
か
っ
た
の
で
、
も
っ
と

調
べ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。 

引
用
の
資
料
が
無
か
っ
た
の
で
、
テ
ー
マ
と

意
見
を
ま
と
め
ま
し
た
。
予
想
さ
れ
る
反
論

を
書
く
の
が
難
し
い
で
す
。
家
で
資
料
を
集

め
て
こ
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

具
体
例
や
そ
れ
に
基
づ
い
た
効
果
、
事
実
を

述
べ
る
と
説
得
力
が
増
す
。
意
見
を
最
後
に

書
く
こ
と
、
反
論
を
想
定
し
て
書
く
こ
と
が

大
事
だ
と
分
か
っ
た
。 

学

ん

だ

こ

と

や

考

え

た

こ

と 

こ
の
単
元
を
通
し
て
身
に
付
け
た
言
葉
の
力 

し
っ
か
り
し
た
情
報
を
使
う
こ
と
や
具
体
例
の
出
し

方
、
引
用
の
書
き
方
、
説
得
力
を
も
た
せ
る
工
夫
の
仕

方 

 

ど
の
よ
う
な
場
面
で
そ
れ
を
生
か
せ
る
だ
ろ
う
？ 

こ
れ
か
ら
文
章
を
書
く
時
、
将
来
の
仕
事
で
説
得

力
を
も
た
せ
る
必
要
が
あ
る
時
。
相
手
を
納
得
さ

せ
る
時
。 
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  １ 単元名 「目的や相手に応じてスピーチをしよう」 

       教材名 「場面に応じて話そう」（東京書籍） 

   

  ２ 内容のまとまり 

    第３学年 

    〔知識及び技能〕       (1)言葉の特徴や扱い方に関する事項 

    〔思考力，判断力，表現力等〕 「Ａ話すこと・聞くこと」 

 

３ 単元の目標 

    (1) 敬語などの相手や場に応じた言葉遣いを理解し，適切に使うことができる。 

                                     〔知識及び技能〕(1)エ 

      (2) 多様な考えを想定しながら材料を整理し，伝え合う内容を検討することができる。       

〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ(1)ア 

(3) 自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することができる。            

 〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ(1)ウ 

      (4) 言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上させ，我が国の言語文化に関わ 

り，思いや考えを伝え合おうとする。             「学びに向かう力，人間性等」 

 

４ 生徒に提示する学習課題 

    この単元では，目的や相手に応じて，話す内容や適切な言葉遣いなどを考えて話す力を身に付け

る学習をします。課題は，目的や相手に応じて内容や話し方を選択して，スピーチをすることです。 

 

５ 本単元における言語活動 

    目的や相手に応じて話す内容や言葉を選択し，スピーチを行う。 

           （関連する言語活動例：〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ⑵ア） 

 

  ６ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①敬語などの相手や場に応じ

た言葉遣いを理解し，適切に

使っている。（(1)エ） 

 

 

 

 

 

 

①「話すこと・聞くこと」にお

いて，多様な考えを想定しな

がら材料を整理し，伝え合う

内容を検討している。（Ａ(1)

ア） 

②「話すこと・聞くこと」にお

いて，自分の考えが分かりや

すく伝わるように表現を工

夫している。（Ａ(1)ウ） 

①自分の考えが分かりやすく

伝わるように，粘り強く表現

を工夫し，学習計画に基づい

てスピーチに取り組もうと

している。 

 

※  部…粘り強さ 

  部…自らの学習の調整 

事例３  キーワード…「話すこと・聞くこと」の評価，目的や相手に応じて話す 
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７ 単元の指導と評価の計画（３時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ ○教師のスピーチモデルを聞いて，目的や

相手に応じた話し方について考え，学習

課題を知る。  

 

 

○提示されたスピーチ原稿について，二つ

の観点で見直し，話す内容を選ぶ。 

 ・何を伝えたいのか［目的］ 

 ・誰に伝えたいのか［相手］ 

 

○選んだ内容について，二つの観点で見直

す。 

 ・相手は何を知っているか 

 ・分かりにくい言葉はないか 

 

○目的や相手に応じて，話す内容や言葉を

選ぶ際の注意点を確認する。 

・バッドモデルとグッドモ

デルの違いに着目させ

ることで，学習の見通し

がもてるようにする。 

 

・目的や相手に応じたス 

ピーチとはどのような

ものか捉えさせるため

に，あらかじめ用意した

スピーチ原稿について，

観点に沿って見直しを

させる。 

 

 

 

・必要に応じて見直すこと

ができるように，ワーク

シートにまとめさせる。 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○スピーチを行う目的と，相手を確認す

る。 

 ・大人を対象として，自転車保険への加

入を勧める 

 ・小学３年生を対象として，自転車の安

全運転を呼び掛ける 

 

○提示された材料の中から，目的や相手に

応じて話す内容を選択する。 

 

 

 

 

○相手の理解に応じて，内容を見直す。 

 

 

 

 

 

○スピーチの練習をする。 

 

 

 

 

 

・目的と相手が異なる二つ

の場面を想定して，スピ

ーチに取り組ませる。 

 

 

 

 

・必要な材料を判断させる

ために，提示する材料に

は，どちらのスピーチに

も使える材料と不要な

材料を含めておく。 

 

・相手の理解に応じたスピ

ーチにするために，特

に，小学３年生対象のス

ピーチにおける言葉を

見直させる。 

 

・机間指導をしながら，敬

語の使い方，語句の選択

の仕方を中心に助言を

行う。 

・必要に応じて，スピーチ 

メモを用意させる。 

［思考・判断・表現］① 

ワ ー ク シ ー ト の 記 述

（p.27資料１，２） 

・目的や相手に応じてふ

さわしい内容を選択し

ているか評価する。 

 

［主体的に学習に取り組

む態度］① 

観察，学習計画表の記述

（p.29資料３） 

・粘り強く，スピーチの

準備に取り組んでいる

か観察する。 

・自身の課題を把握し，

スピーチの見通しをも

つことができたか確認

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時においては，記録

に残す評価は行わな

いが，学習計画表の振

り返りの欄に，自身の

課題を記述させ，学習

の調整の側面を評価

できるようにしてお

く。 

ここでは，「記録に残す

評価」のみを位置付け

ているが，学習内容を

確実に習得できるよう

にするため，「指導に生

かす評価」を単元を通

して適宜行う。 
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３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○スピーチを行い，相互評価を行う。 

 

 

 

 

 

○学習を振り返って，単元で身に付けた力

を確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・身に付けた力を実生活 

で生かすことができる

ようにするために，具体

的な活用場面について

考えさせる。 

 

［知識・技能］① 

スピーチの様子を撮影し

た動画 

・敬語を適切に使って話

しているか評価する。 

 

［思考・判断・表現］② 

スピーチの様子を撮影し

た動画 

・相手に応じて，ふさわ

しい語句を選択して話

しているか評価する。 

 

８ 観点別学習状況の評価の進め方 

(1)［知識・技能］の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本単元では，「大人を対象として，自転車保険への加入を勧める」場面と，「小学３年生を対象とし 

て，自転車の安全運転を呼び掛ける」場面を想定してスピーチを行いました。公の場で話す場合，小 

学３年生が相手であっても丁寧語を使って話す必要があるため，スピーチ場面での敬語の使い方に着 

目し，丁寧語を適切に使って話しているものを「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と判断しました。 

また，大人（保護者）を対象とするスピーチにおいて，尊敬語や謙譲語を使って話しているものに

ついては，「十分満足できる」状況(Ａ)と判断しました。一方，小学３年生を対象としたスピーチで， 

「気を付けようね」など，丁寧語を使わずに話しているものを「努力を要する」状況(Ｃ)と判断し， 

相手だけで言葉遣いを判断するのではなく，場面に応じて言葉を選ぶよう指導しました。 

 

(2)［思考・判断・表現］の評価 

    

 

 

 

 

 

 

 

［知識・技能］① 

相手や場に応じた言葉遣いを理解し，適切に使っている。（第３時） 

「十分満足できる」状況(Ａ) 

(Ｂ)に加えて，大人を対象としたスピーチにおいて，丁寧語だけでなく，謙譲語や尊敬 

語も適切に使って話している。 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ) 

丁寧語を適切に使って話している。 

「努力を要する」状況(Ｃ) 

   (Ｂ)に達していない。 

［思考・判断・表現］① 

「話すこと・聞くこと」において，多様な考えを想定しながら材料を整理し，伝え合う内容を 

検討している。（第２時） 

「十分満足できる」状況(Ａ) 

(Ｂ)に加えて，内容を補うために，自身が考えた材料を付け足している。 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ) 

目的や相手に応じて，適切な材料を選択している。 

「努力を要する」状況(Ｃ) 

(Ｂ)に達していない。 
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   第２時のワークシートの記述を評価しました（資料１，資料２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

生徒Ｌは，「大人を対象として，自転車保険への加入を勧める」スピーチでは，「自転車保険を義務

付ける自治体が増えていること」を，「小学３年生を対象として，自転車の安全運転を呼び掛ける」ス

ピーチでは，「自転車事故の原因」を選択していました（  部の記述より）。スピーチメモの内容と

照らし合わせて，目的や相手に応じて話す内容を適切に選択できていると考えられたため，「おおむね

満足できる」状況(Ｂ)と判断しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２【生徒Ｍのワークシート】 

資料１【生徒Ｌのワークシート】 

〔大人を対象としたスピーチメモ〕 〔小学３年生を対象としたスピーチメモ〕 

また，生徒Ｍは，小学３年生を対象

としたスピーチで，「自転車事故の原

因」と「自転車事故の具体例」を選択

していました。  部のように，提示

された具体例に加えて，自身の体験を

具体例として加えていたため，「十分

満足できる」状況(Ａ)と判断しまし

た。 

一方，「自転車の種類」や「自転車の

歴史」など，今回のスピーチで取り上

げる内容として適切でない材料を選

択しているものを「努力を要する」状

況(Ｃ)と判断し，スピーチの目的にふ

さわしい内容を選んでいるか再確認

させることで，「おおむね満足できる」

状況(Ｂ)に近付くようにしました。 
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第３時のスピーチを記録した動画を用いて評価しました。 

生徒Ｎは，「出合い頭の衝突」を，「別々の方向から来て，気付かずにぶつかる」と言い換えてスピ

ーチを行いました。これは，小学３年生には難しいと思われる語句を平易な言葉に言い換えていると

判断できることから，「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と判断しました。 

また，平易な言葉に言い換えただけでは分かりづらいと考えた生徒Ｏは，「出合い頭の衝突」という

ところで，自身が書いた図を用いて説明を補足していたことから，「十分満足できる」状況(Ａ)と判断

しました。 

一方，小学３年生には難しいと思われる言葉をそのまま用いているものを「努力を要する」状況(Ｃ)

と判断しました。このような生徒には，聞き手にとって難しい言葉はなかったか，振り返りを行わせ，

今後に生かすよう助言しました。 

 

(3)［主体的に学習に取り組む態度］の評価 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習の調整の側面の評価は，学習計画表の１時目，２時目の振り返りの記述を用いて行いました。 

例えば，生徒Ｘは，第１時の振り返りにおいて，「目的や相手に応じて話すことは難しいなと思いま 

した」と，自分の感想を記述しているだけでした。しかし，第２時の振り返りにおいては，「大人には，

特に敬語に気を付ける。後輩に対しては，分かりやすい言葉を使って話したい」と，単元のねらいを

踏まえた記述が見られたため，「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と判断しました。 

 

［思考・判断・表現］② 

「話すこと・聞くこと」において，自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫してい 

る。（第３時） 

「十分満足できる」状況(Ａ) 

難しい語句を，平易な言葉に言い換えるだけでなく，補足をしながら話している。 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ) 

難しい語句を，平易な言葉に言い換えて話している。 

「努力を要する」状況(Ｃ) 

   (Ｂ)に達していない。 

［主体的に学習に取り組む態度］① 

自分の考えが分かりやすく伝わるように，粘り強く表現を工夫し，学習計画表に基づいてスピ 

ーチに取り組もうとしている。（第１時，第２時） 

「十分満足できる」状況(Ａ) 

自身の課題を把握して，スピーチで気を付けたいことを適切に記述し，相手に伝わる表 

現を考えながらスピーチの練習を繰り返している。 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ) 

スピーチで気を付けたいことを適切に記述し，相手に伝わる表現を考えながらスピーチ 

の練習を行っている。 

「努力を要する」状況(Ｃ) 

(Ｂ)に達していない。 
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また，生徒Ｙは，１時目の振り返りでは，単元のね

らいと結び付けて，自身の語句の選び方についての

課題を記述しています（資料３の１時目）。そして，

２時目の振り返りでは，  部のように記述してお

り，相手によって内容を工夫する必要があるという

ことを理解していると捉えました（資料３の２時

目）。これらの記述から，生徒Ｙは自身の課題を適切

に把握し，単元のねらいを理解して活動していると

考えられるため，「十分満足できる」状況(Ａ)と判断

しました。 

一方，「顔を上げて話したい」「聞き取りやすい声で

スピーチしたい」など，今回の単元でのねらいと異な

る振り返りだけを記述しているものについては，「努

力を要する」状況(Ｃ)と判断しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

粘り強さの側面の評価は，主に，２時目の学習活動の様子を観察して評価を行いました。 

例えば，３時目のスピーチに向けて，話す内容を選択したり，言葉遣いを考えたりして，スピーチ

練習に取り組んでいるものを「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と判断しました。また，辞書を使用し

て小学３年生に伝わる表現を考えたり，リハーサルをして友人にアドバイスを受けたりして，よりよ

いスピーチになるように工夫しているものを，「十分満足できる」状況(Ａ)と判断しました。練習回数

等に差はあったものの，スピーチ練習に取り組めなかった生徒はいなかったため，「努力を要する」状

況(Ｃ)と判断する生徒はいませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

〔１時目〕     〔２時目〕 
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Ｑ１ 毎時間，３観点全てについて評価しなければならないのでしょうか。 

 

Ａ 日々の授業の中では，生徒の学習状況を把握して指導に生かすことに重点を置きます。「知識・

技能」「思考・判断・表現」の記録に残す評価は，毎回ではなく，原則として単元のまとまりごと

にそれぞれの実現状況が把握できる段階で評価を行います。評価する時間，評価する材料，評価方

法などを精選しておく必要があります。詳しくは本資料（p.９，10，17，18，25，26）を参考にし

てください。 

 

Ｑ２ 話すこと・聞くことの評価はどのように評価するのでしょうか。 

Ａ 「話すこと」については，スピーチ原稿等の記述と生徒の実際のスピーチを評価資料として総

合的に評価する方法があります。 

  「聞くこと」については，話の展開に注意しながら内容を聞き取って互いの考えを比較したり，

聞き取った内容や表現の仕方を評価したりして，自分の考えを形成することが指導事項として示 

されています。評価する場合には，聞き取りメモ，インタビュー構成メモ等の記述内容と，話し 

手に対する質問や助言，意見，感想等を合わせて総合的に評価することができます。 

「話し合うこと」に関する評価は，実際の協議や討論等の中での発言や司会者としての発言等 

が評価資料になります。その際，役割を交替させて評価の機会を設ける工夫が必要です。音声は， 

瞬間的なものであり，目に見える形での共有が難しいので，記録の方法を工夫する必要がありま 

す。例えば，タブレット端末等を録音，録画，観察のために活用することが考えられます。 

評価の実際は，本資料（p.24～）を参照してください。 

 

Ｑ３ 指導事項を網羅しながら指導と評価を計画的に進めるにはどのようにすればよいですか。 

 

Ａ 年間指導計画と合わせて次ページに示しているような「年間の指導と評価の計画」を作成する

ことをお勧めします。〇印は，当該単元で指導し評価する内容を表し，◎印は，特に重点的に指

導し評価する内容を表しています。●印は，その単元で取り上げる言語活動例を示しています。 

 

９ Ｑ＆Ａ 
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No 1 2 3 ･･･ 18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単元名

指導事項・言語活動例

物

語

の

構

成

～

指導時数 4 5 4 5

ア 　音声の働きや仕組みについて理解を深めること。 ○

イ

　小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配当表（以下「学年別
漢字配当表」という。）に示されている漢字に加え、その他の常用漢字のう
ち、300字程度から400字程度までの漢字を読むこと。また、学年別漢字配当
表の漢字のうち、900字程度の漢字を書き、文や文章の中で使うこと。

〇

ウ
　事象や行為、心情を表す語句の量を増やすとともに、語句の辞書
的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うこ
とを通して、語感を磨き語彙を豊かにすること。

○

オ
　比喩、反復、倒置、体言止めなどの表現の技法を理解し使うこ
と。

ア
　原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解す
ること。

○

イ
　比較や分類、関係づけなどの情報の整理の仕方、引用の仕方や出
典の示し方について理解を深め、それらを使うこと。

〇

ア
　音読に必要な文語のきまりや訓読の仕方を知り、古文や漢文を音
読し、古典独特のリズムを通して、古典の世界に親しむこと。

イ 　古典には様々な種類の作品があることを知ること。

オ
　読書が、知識や情報を得たり、自分の考えを広げたりすることに
役立つことを理解すること。

ア
　目的や場面に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料
を整理し、伝え合う内容を検討すること。

○

オ
　話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言を結び付けて考え
をまとめること。

ア
　紹介や報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて質問し
たり意見などを述べたりする活動。

イ 　互いの考えを伝えるなどして、少人数で話し合う活動。

●

ア
　目的や意図に応じて、日常生活の中から題材を決め、集めた材料
を整理し、伝えたいことを明確にすること。

イ
　書く内容の中心が明確になるように、段落の役割などを意識して
文章の構成や展開を考えること。

ウ
　根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文章になるように工
夫すること。

○

エ
　読み手の立場に立って、表記や語句の用法、叙述の仕方などを確
かめて、文章を整えること。

オ
　根拠の明確さなどについて、読み手からの助言などを踏まえ、自
分の文章のよい点や改善点を見いだすこと。

〇

ア
　本や資料から文章や図表などを引用して説明したり記録したりす
るなど、事実やそれを基に考えたことを書く活動。

●

イ
　行事の案内や報告の文章を書くなど、伝えるべきことを整理して
書く活動。

ウ
　詩を創作したり随筆を書いたりするなど、感じたことや考えたこ
とを書く活動。

ア
　文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見との関係などに
ついて叙述を基に捉え、要旨を把握すること。

◎

◎ 〇

（上記以外の言語活動）

〔

思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
等
〕

Ａ
　
「

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

(1)

言
語
活
動
例

(2)

（上記以外の言語活動）

思
考
力
～

Ｃ
「

読
む

こ
と
」

(1)

〔

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
〕 Ｂ

　
「

書
く
こ
と
」

(1)

言
語
活
動
例

(2)

第１学年

〔

知
識
及
び
技
能
〕

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方

(1)

我
が
国
の
言
語
文
化

(3)

情

報
の

扱

い
方

(2)

…
…

…
…

（年間指導計画表と評価計画を合わせた例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文部科学省     『中学校学習指導要領解説 国語編』 平成 29年 7月   

・国立教育政策研究所 『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校 国

語』 令和 2年 3月   

・文部科学省     小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価

及び指導要録の改善等について（通知） 別紙４ 平成 31年 3月 

参考資料 

 

指導事項をいつ，ど

の単元で指導する

かを確認できます。 

 

その単元で扱う指

導事項，言語活動

を挙げています。 

 

 １年間で学習す

る単元を順に挙

げています。 


